
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 特定非営利活動法人銀座ミツバチプロジェクト   東京都中央区
ち ゅ う お う く

 

 

都 市 と 地 域 を つ な ぎ 新 し い 循 環 型 社 会 目 指 す 

活動の経緯 
 
 1993年から、銀座の歴史や食を学ぶコミュニティ作りに取り組み、2006年
に岩手県の養蜂家と出会い、銀座のビル屋上で養蜂を開始。当初繁華街での養
蜂に心配する声もあったが、周囲の理解と応援を受けてその後は順調に成長。 

県立須賀川高校で循環型社会の在り方を講義 

活動の概要 
 

都市養蜂を普及させ全国ネットワークを構築、緑化をかねて芋を栽培し焼酎
を製造、地方と連携して再生エネルギーを推進。 

活動の成果、主な実績等 
 
○年２トン収穫される蜂蜜は、スイーツや酒類などに活用、銀座の飲食店や
ホテル等と連携し様々な商品を開発。また、養蜂に興味をもった各地域から
相談を受け、日本のみならず韓国や台湾等でも活動。国内外から毎年1,000
人を超える視察・見学を受け入れ、環境と食育にも貢献。 
○蜜源確保とヒートアイランド抑止のため屋上緑化を進める中で、芋を栽培
して焼酎を醸すプロジェクトが立ち上がる。デパートやホテルなど、全国で
50を超える団体が関わり、芋人（imojin）と称するネットワークに発展。
2016年には、グッドデザイン賞を受賞し、札幌、名古屋、宝塚などではご当
地芋人も誕生、売上は緑化促進の投資に活用されている。 
○2018年より、福島県で防災・減災を目的に、休耕地や高齢者施設を利用し
た太陽光発電の事業化に着手。 

福島市西信中に銀座中と訪問し再エネを学ぶ 


